
仕
事
確
保
・
組
織
強
化
拡
大
を
は
か
り
、

組
合
結
成

周
年
記
念
式
典
を

成
功
さ
せ
よ
う
！

６５新
年
を
祝
う
勇
壮
な
職
人
太
鼓
の
演

奏
で
幕
を
開
け
た
、「
二
〇
一
〇
年
建

設
長
崎
新
春
旗
開
き
」
を
、
一
月
五
日

十
一
時
よ
り
ベ
ス
ト
ウ
エ
ス
タ
ン
プ
レ

ミ
ア
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

組
合
よ
り
本
部
・
支
部
役
員
を
は
じ

め
青
年
部
・
主
婦
会
の
代
表
、
書
記
局
、

来
賓
に
も
出
席
を
戴
き
、
全
体
約
一
八

〇
名
が
出
席
。

ま
ず
、
相
川
執
行
委
員
長
が
挨
拶
に

立
ち
、「
昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
政
権
交
代
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
知
事

選
、
参
議
院
選
に
つ
い
て
も
働
く
者
の

生
活
と
権
利
を
守
る
候
補
者
の
必
勝
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
景
気
の
回
復
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
推
移
し
そ

う
で
す
が
、
今
年
は
組
合
結
成
六
十
五

周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
不

況
打
開
に
向
け
、
明
る
い
建
設
産
業
の

未
来
を
切
り
開
け
る
よ
う
、
生
活
と
仕

事
を
守
る
運
動
を
確
実
に
実
践
し
て
い

き
ま
す
。」
と
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
昨
年
の
総

選
挙
に
て
当
選
さ
れ
た
国
会
議
員
は
じ

め
県
・
政
党
・
労
働
団
体
よ
り
数
多
く

の
来
賓
の
皆
様
に
出
席
戴
き
ま
し
た
。

代
表
し
て
、
連
合
長
崎
の
森
光
一
事

務
局
長
、
民
主
党
の
高
木
義
明
衆
議
院

議
員
、
社
民
党
長
崎
県
連
合
の
泉
原
正

行
幹
事
長
の
三
名
の
方
々
か
ら
連
帯
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
戴
き
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
建
設
長
崎
常
任
顧
問

で
あ
る
金
子
県
議
が
乾
杯
を
行
い
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
厳
し
い
今
こ
そ
更
な
る
団

結
を
誓
い
、
参
加
者
全
員
で
元
気
よ
く

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
三
唱
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

主
な
来
賓
出
席
者
敬
称
略
・
順
不
同

長
崎
県
産
業
労
働
部

政
策
監

田
平

浩
二

衆
議
院
議
員

高
木

義
明

山
田
正
彦
衆
議
院
議
員

秘
書

末
竹

和
行

衆
議
院
議
員

福
田
衣
里
子

衆
議
院
議
員

宮
島

大
典

衆
議
院
議
員

川
越

孝
洋

西
岡
武
夫
参
議
院
議
員

秘
書

高
瀬

千
義

犬
塚
直
史
参
議
院
議
員

秘
書

松
本

克
義

参
議
院
議
員

大
久
保
潔
重

長
崎
県
議
会
議
員

橋
本

希
俊

長
崎
県
議
会
議
員

山
田

博
司

長
崎
市
議
会
議
員

野
口

達
也

長
崎
市
議
会
議
員

池
田

章
子

佐
世
保
市
議
会
議
員

速
見

篤

佐
世
保
市
議
会
議
員

早
稲
田
矩
子

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合

幹
事
長

泉
原

正
行

社
会
民
主
党
長
崎
総
支
部

幹
事
長

吉
田

豊

社
会
民
主
党
長
崎
総
支
部

西
中

須
盈

連
合
長
崎

事
務
局
長

森

光
一

長
崎
県
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長

坂
本

浩

連
合
長
崎
地
域
協
議
会

事
務
局
長

本
多

毅

長
崎
地
区
労
働
組
合
会
議

書
記
長

加
世
田
和
志

長
崎
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

桝
田

憲
二

九
州
労
働
金
庫
長
崎
県
本
部

本
部
長

池
田

篤

全
労
済
長
崎
県
本
部

理
事
長

高
石

哲
夫

全
労
済
長
崎
県
本
部

専
務
理
事

川
口

孝

長
崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事

葛
屋

勇

長
建
木
材
供
給
�

取
締
役
部
長

小
森

隆
雄

長
建
木
材
供
給
�

取
締
役
営
業
部
長

水
芦

孝
己

�
昭
和
堂

和
田

壽
志

長
崎
県
教
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長

明
石

佳
成

長
崎
県
教
職
員
組
合
長
西
総
支
部

総
支
部
長

上
川

剛

長
崎
県
教
職
員
組
合
長
西
総
支
部

書
記
長

山
坂

幸
三

長
崎
私
交
通
労
働
組
合

執
行
委
員
長

広
田

勝
美

全
国
一
般
長
崎
地
方
労
働
組
合

執
行
委
員
長

松
尾

和
昭

全
国
一
般
労
働
組
合

長
崎
菱
光
労
働
組
合

執
行
委
員
長

宮
本

護

全
造
船
機
械
労
組

井
筒
造
船
分
会

小
森

英
憲

全
日
本
港
湾
労
働
組
合
長
崎
県
支
部

書
記
長

松
谷

哲
次

全
自
交
長
崎
県
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合

執
行
委
員
長

寺
田

末
人

長
崎
市
退
女
教

会
長

熊
江

雅
子

私
鉄
長
自
退
職
の
会

副
会
長

山
下

耕
作

全
国
一
般
労
働
組
合

長
崎
合
同
労
組

執
行
委
員
長

中
嶋

照
次

お

礼

平
成
二
十
一
年
度

国
保
組
合
特
別
助
成
等
補
助
金

二
八
二
億
一
千
万
円
を
獲
得（
前
年
比

五
千
万
円
増
）

内

訳
特
別
調
整
補
助
金
等

二
二
九
億
五
千
万
円

（
前
年
比

同
額
）

特
別
対
策
費
補
助
金

二
十
六
億
一
千
万
円

（
前
年
比

同
額
）

高
額
医
療
費
共
同
事
業
補
助
金

二
十
六
億
五
千
万
円
（
前
年
比

六
千
万
円
増
）

厳
し
い
国
の
予
算
状
況
の
な
か
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
書
き
要

請
活
動
、
地
元
選
出
国
会
議
員
要
請
そ
し
て
、
全
建
総
連
と
全
国
の
仲
間
の
総
力
を
挙
げ

た
取
り
組
み
の
結
果
で
す
。

国
保
補
助
金
確
保
の
決
定
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長

相
川

哲
男

長
崎
県
建
設
事
業
国
民
健
康
保
険
組
合

理
事
長

金
子
三
智
郎

１．実施日時及び開催場所

�平成２２年２月２５日�～２６日�
「諫早勤労者福祉会館」（県央地区）

�平成２２年３月２５日�～２６日�
「時津町北部コミュニティセンター」（長崎地区）

１日目・２日目とも 午前８時３０分受付 ９時～１７時迄

※基本的に総支部単位での受講をお願いしますが、仕事の都合で総支部

の講習日に受講出来ない場合は、早目に各支部に連絡すると、上記の

会場どちらでも受講できます。

２．講習時間 （２日間 １４時間）

３．教 材 「職長・安全衛生責任者教育テキスト」－リスクアセスメント導入分－

４．募集定員 ５０名（受講者が２０名未満の場合は開催を延期します）

５．受 講 料 ６，０００円（テキスト代含む）

（以前、組合で職長教育を受講した人は、５，０００円）

※組合員外は、８，０００円

※支部に準備している申し込み用紙に記入の上、申し込みをお願いします。
（定員５０名になり次第、締め切ります。）

February
No.536
２０１０年２月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます

印刷●�昭和堂 TEL 095‐821‐1234
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税金申告特集号
税金申告受付日程表を掲載しています。

必ずご覧下さい。

仕仕
事事
確確
保保
・・
組組
織織
強強
化化
拡拡
大大
をを
はは
かか
りり
、、

組組
合合
結結
成成
６６５５
周周
年年
記記
念念
式式
典典
をを

成成
功功
ささ
せせ
よよ
うう
！！

2

相川執行委員長

職長・安全衛生責任者教育講習会のお知らせ

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）２月１５日発行建 設 長 崎第５３６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�



受 付 時 間：午前10時～午後4時迄
佐世保・北松・平戸地区
［ 県 北 総 支 部 ］

諫早・大村・島原地区
［ 県 央 総 支 部 ］

かすまいて
増税反対！
消費税率の引き上げに対し、
反対の声を上げ
大衆増税反対を政府へ
訴えていきましょう。

税金相談会日程
初めてご自分で申告をされる方、記帳の仕方がわからない方などを対

象に相談会を開催します。ご希望の方は是非ご参加ください。

受付時間

午後７時～

随時受付

会 場
桜町総合事務所
組合本部２階教室
県北総合会館

税金受付が２月４日から始まりますの
で、相談のある方は３日までに各支部
にご相談下さい。

総支部
中央総支部
浦上総支部
県北総支部

実施日

２月１日�

県央総支部
（諫早・大村・島原）

消費税受付日程
※各会場とも受付時間は、午前１０時～午後４時です。

会 場

桜町総合事務所

南部市民センター

東長崎支部事務所

組合本部

西彼支部事務所

諫早支部事務所

大村支部事務所

島原支部事務所

県北総合会館

北松支部事務所

平戸支部事務所

申告対象者は、平成１９年の売り上げが１，０００万円を超えていた方。また、消
費税課税業者で平成２１年の売り上げが１，０００万円を下回った方と、消費税非
課税業者で平成２１年の売り上げが１，０００万円を超えた方も手続きが必要です。

日 程

３月１６日�

３月１９日�

３月１５日�

３月２３日�

３月１７日�

３月１８日�

３月１６日�

３月１８日�

３月１６日�

３月１７日�

３月２３日�

３月２４日�

３月１６日�

３月１７日�

対象支部

中央・大浦

市 南

東 長 崎

浦上西・東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐 世 保
中央・東・北

北 松

平 戸

会 場

諫早支部事務所

大村支部事務所

寺の元公民館

島原支部事務所

対 象 分 会

上山、中央、北部、永昌

小長井、高来、本野、その他

森山、飯盛、南部

西部、三浦、長田

鈴田、大村１～２、
西大村１～４

萱瀬、竹松１～２、福重、
松原、彼杵

その他、全分会

西部連合分会

島原市内及び南目地区

島原市内及び北目地区

実施日

２月１６日�

２月１９日�

２月２５日�

２月２６日�

２月４日�

２月５日�

２月１５日�

２月８日�

２月１８日�

２月２４日�

支部

諫

早

支

部

大
村
支
部

島
原
支
部

会 場

県北総合会館
（３Ｆ）

佐世保東支部事
務所

県北総合会館
（３Ｆ）

佐々文化会館

平戸支部事務所

対 象 分 会

大和、旭、光海、清水

船越、愛宕、春日、花園

山祇、天神、福石

広田、波佐見、三川内

宮、川棚、針尾

黒髪、早岐、日宇

皆瀬、本山、吉岡、相浦、
棚方、上相浦、日野

大野西、松瀬、瀬戸越、柚木

佐々、小佐々、鹿町

吉井、世知原、江迎、松浦

平戸北、宝亀、紐差、獅子

津吉、田平、生月、度島

実施日

２月２２日�

２月２３日�

２月２４日�

２月８日�

２月９日�

２月１０日�

２月１５日�

２月１６日�

２月４日�

２月５日�

２月１７日�

２月１８日�

支部

佐
世
保
中

佐
世
保
東

佐
世
保
北

北

松

平

戸

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３６号 ２�長 崎



◇組合で申告をされる方
建設長崎税金対策部では、各支部の受付を下記日程で行います。

指定された受付日で申告いただきますよう、ご準備、ご協力をお願い致します。

（日程、その他でご不明な点は、各支部へお問い合わせください）

�税務署から送って来た申告用紙及び印鑑と筆記
用具

�記帳簿（売上・仕入れ・外注費・労務費・一般
経費等が記入されているもの）

�家族全員の氏名・生年月日（健康保険証を持参
されたら間違いありません。）

�生命保険・個人年金・損害保険料（地震保険）
の控除証明書（領収書は認められませんので、

必ず、控除証明書をお願いします。）

�配偶者で、パート等の収入があり、扶養家族に

なる人は、収入明細書を持参下さい。（源泉徴

収票も可）

�国民年金や市町村国保加入の人は、控除証明書、
又は納付書（平成２１年中に納付した分）

�病気で長期間仕事ができなくて、収入がない人
は医師の証明書（長建国保加入の人は国保で証

明します。）

�医療費控除を受ける人は、病院・薬局等の領収書
	不動産収入のある人は、収入明細書とその所在地

農業収入がある人は、農業収入・支出明細書（収

支計算書等）

�住宅取得控除を受ける人は、銀行から年末残高
証明書、初めて受ける人は加えて住民票・売買

契約書・登記簿謄本

（今年初めて住宅取得控除を受ける人は、事前に

支部事務所に問い合わせて下さい。）

《注意事項》

組合は「記帳補助者」です。ご本人の申告は、

『自主記帳・自主申告・自主納付』が原則です。

再計算で、確認しましょう。

確定申告受付日程表
長 崎 地 区

［ 浦 上 総 支 部 ］［ 中 央 総 支 部 ］

きでは備準の告申定確

会 場

長崎県勤労福祉会館

大浦区民センター

三和公民館

南部市民センター

長崎市植木センター

田の浦中央公民館

対 象 分 会

桜馬場、勝山、片淵、西山、
田上、愛宕

佐古、小島、風頭、茂木、
その他

稲佐、旭、飽の浦、小榊、
福田、西坂、銭座

磨屋、伊良林、本河内、日見

第１日の出、第２日の出、
東山、川上、南八景

上田、出雲、南山手、小菅、
小島、戸町、新戸町、その他

平山、布巻、為石、蚊焼、
川原

高浜第１、高浜第２、岬木場、
野母

小ヶ倉、土井首、江川・竿浦、
深堀、香焼

古賀、多良見

戸石、飯盛、その他

田ノ浦、矢上上、矢上下

実施日

２月１８日�

２月２２日�

２月２５日�

２月２６日�

２月９日�

２月１２日�

２月４日�

２月５日�

２月１０日�

２月１７日�

２月１９日�

２月２３日�

支部

中

央

支

部

大
浦
支
部

市
南
支
部

東
長
崎
支
部

会 場

滑石地区ふれあ
いセンター

組合本部

三重地区市民セ
ンター

園田公民館

組合本部（２Ｆ）

組合本部（２Ｆ）

外海中央公民館

時津町北部コミセン

琴海文化センター

長与町ふれあい
センター

対 象 分 会

滑石、横尾

城山、西、江里

三重、三重団地、鳴見台、
畝刈

手熊、式見

清水、西北、岩屋、葉山

青山、花園、小江原

竹の久保、油木、その他

本原、石神、三原、住吉

昭和、上野、緑、坂本

本尾、高尾、三川、女の都、
川平、その他

外海、大瀬戸、西海

時津連合分会

琴海、西彼、西海

長与連合分会

実施日

２月１２日�

２月１５日�

２月１６日�

２月１７日�

２月１９日�

２月２２日�

２月２３日�

２月２４日�

２月２５日�

２月２６日�

２月５日�

２月８日�

２月９日�

２月１０日�

支部

浦
上
西
支
部

浦
上
東
支
部

西
彼
支
部

● 受受付付のの時時にに用用意意ししててくくるるもものの ●

●確定申告（所得税・消費税）の時期になりました

※上記の表は、日付順でなく支部別になっていますので必ず所属支部の欄を見て受付日を確認して下さい。

建 設毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）２月１５日発行３�
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
今
年

の
景
気
動
向
も
『
曇
り
』
も
し

く
は
『
雨
』
と
な
か
な
か
『
晴

れ
』
マ
ー
ク
が
付
き
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。
住
宅
建
築
で
は
、

も
う
一
度
自
分
の
近
く
を
見
直

す
事
か
ら
始
め
な
い
と
い
け
な

い
よ
う
で
す
。
今
年
は
、『
エ

コ
』
二
年
目
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
『
エ
コ
』
カ
ー
が

大
フ
ィ
ー
バ
ー

し
て
、
何
と
ト

ヨ
タ
の
プ
リ
ウ

ス
が
登
録
件
数

ト
ッ
プ
に
躍
り

出
ま
し
た
。

住
宅
関
連
で

は
、
太
陽
光
発

電
が
再
び
脚
光

を
浴
び
、
国
や

県
な
ど
の
補
助

金
も
付
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
で
補
助
額
に
も
差

が
あ
る
よ
う
で
す
か
ら
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
宅
新
築
や
増
改
築

に
対
し
て
も
『
エ
コ
』
ポ
イ
ン

ト
が
付
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
『
エ
コ
』
で
す

か
ら
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

が
、
家
主
さ
ん
に
と
っ
て
は
思

わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
す

か
ら
、
ぜ
ひ
活
用
し
た
い
も
の

で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
新
築

で
三
十
万
円
分
、
増
改
築
で
十

五
万
円
分
を
上
限
と
し
て
ポ
イ

ン
ト
が
添
付
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
新
年
早
々
に
県
知
事

選
挙
、
そ
し
て
七
月
に
は
参
議

院
議
員
選
挙
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
私
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
選
挙
で
す
。
長
引
く
不
況

の
中
に
、
私
達
の
声
を
少
し
で

も
反
映
で
き
る
候
補
者
に
必
ず

勝
利
し
て
も
ら
う
、
勝
利
さ
せ

る
こ
と
が
絶
対
要
件
に
な
っ
て

き
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
が
厳
し
け
れ

ば
厳
し
い
ほ
ど
、
そ
の
好
転
を

願
っ
て
、
代
表
を
県
知
事
に
参

議
院
に
ぜ
ひ
送
り
出
し
ま
し
ょ

う
。皆

さ
ん
方
と
共
に
、
私
も
全

力
で
戦
い
抜
き
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平成２２年度 変更届受付日程

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答

「
ケ
イ
キ
カ
イ
フ
ク
」

●
間
違
い
さ
が
し
の
答

�
女
性
の
髪

�
湯
飲
み
茶
碗
の
フ
タ

�
猫
の
ひ
げ

�
ざ
る
の
中
の
ミ
カ
ン

�
浮
い
て
い
る
カ
ル
タ
の
文

字
�
女
性
の
座
布
団

�
右
側
の
男
性
の
座
布
団
の

模
様

新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
に
多
数

の
ご
応
募
戴
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
応
募
総
数

一
八
四
通
）

（
正
解
者
数

一
七
五
通
）

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の

五
十
名
の
方
に
記
念
品
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各支部賃金拡大委員会日程

当
選
者
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
）

吉
岡

照
國
（
中

央
）

井
上

善
樹
（
中

央
）

竜
田

直
也
（
中

央
）

釘
田

敦
弘
（
中

央
）

小
野

義
龍
（
大

浦
）

武
次
十
三
江
（
市

南
）

田
中

豊
喜
（
市

南
）

佐
藤

素
弘
（
東

長

崎
）

里

禮
子
（
東

長

崎
）

松
尾

昭
幸
（
東

長

崎
）

池
本

雄
介
（
東

長

崎
）

山
本

伶
奈
（
東

長

崎
）

柴
田

藤
男
（
浦

上

西
）

瀬
口

純
英
（
浦

上

西
）

川
添

一
男
（
浦

上

西
）

中
島

順
助
（
浦

上

西
）

増
田

啓
治
（
浦

上

東
）

平
山

明
広
（
浦

上

東
）

山
下

修
二
（
浦

上

東
）

�
木
栄
八
郎
（
西

彼
）

松
本

敏
弘
（
西

彼
）

橋
口

和
也
（
西

彼
）

岸
山

正
（
西

彼
）

濱
本

勝
之
（
西

彼
）

辻

啓
人
（
諫

早
）

土
井

清
男
（
諫

早
）

福
島

輝
彦
（
諫

早
）

淺
井

幸
一
（
諫

早
）

高
以
来
愛
子
（
諫

早
）

花
岡

末
安
（
諫

早
）

別
頭
ク
ミ
子
（
大

村
）

溝
島

正
雄
（
大

村
）

川
田

照
重
（
島

原
）

林
田

基
次
（
島

原
）

野
中

友
美
（
佐
世
保
中
央
）

山
本

武
人
（
佐
世
保
中
央
）

鷹
取
喜
三
重
（
佐
世
保
中
央
）

執
行

保
（
佐
世
保
中
央
）

廣
嶋

望
（
佐
世
保
東
）

田
中

勇
男
（
佐
世
保
東
）

屋
敷

秀
俊
（
佐
世
保
東
）

田
中

広
子
（
佐
世
保
北
）

岩
村

純
一
（
佐
世
保
北
）

池
田

年
春
（
佐
世
保
北
）

宝
亀

昭
（
佐
世
保
北
）

吉
田
久
美
子
（
佐
世
保
北
）

野
口

宣
幸
（
佐
世
保
北
）

山
口

忠
之
（
北

松
）

松
本

幹
雄
（
平

戸
）

松
永

弘
敬
（
平

戸
）

働
き
な
が
ら
高
度
な
技
術
・

技
能
の
知
識
を
修
得
し
よ
う
！

平
成
二
十
二
年
度
学
院
生
募
集

二
級
建
築
士
、
技
能
士
の
資
格
取
得
の
早
道

会 場

支部事務所

〃

〃

〃

組合本部

支部事務所

〃

〃

〃

〃

〃

〃

中里皆瀬地区公民館

支部事務所

〃

時 間

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１９時～

１８時３０分～

１９時～

１９時～

１９時～

日 程

２月５日�

２月１２日�

２月１２日�

２月１２日�

２月１２日�

２月１２日�

２月１６日�

２月８日�

２月１０日�

２月１０日�

２月１６日�

２月１０日�

２月１５日�

２月５日�

２月１７日�

支 部 名

中 央

大 浦

市 南

東 長 崎

浦 上 西

浦 上 東

西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松

平 戸

会 場

桜町総合事務所

桜町総合事務所
桜町総合事務所
桜町総合事務所
組合本部
組合本部
支部事務所

支部事務所

支部事務所

支部事務所

県北総合会館

県北総合会館

県北総合会館

支部事務所
支部事務所

日 程

３月５日�
３月１１日�
３月５日�
３月１１日�
３月４日�
３月３日�
３月３日�
３月１２日�
３月２５日�
３月２６日�
３月１５日�
３月１０日�
３月１１日�
３月１８日�
３月１９日�
３月１８日�
３月１９日�
３月１８日�
３月１９日�
３月８日�
３月９日�

支 部 名

中 央

大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼

諫 早

大 村

島 原

佐世保中央

佐 世 保 東

佐 世 保 北

北 松
平 戸

県
議
会
だ
よ
り

２９

二二
〇〇
一一
〇〇
年年

当当
選選
者者
発発
表表
！！

入入学学（（小小学学校校））祝祝金金
がが
支支
給給
ささ
れれ
まま
すす
。。

今
年
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
子
供
さ
ん

に
は
、
入
学
祝
金
が
出
ま
す
。

〈
申
請
時
〉

�
長
建
国
保
に
未
加
入
の
小
学
校
入
学
の

子
供
さ
ん
が
い
る
方

・
印
か
ん

・
子
供
の
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
（
保
険
証
等
）

・
�
に
該
当
す
る
方
は
二
月
五
日
ま
で
に
支
部
で

手
続
を
し
て
下
さ
い
。

�
長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
子
供
さ
ん
に
つ
い
て
は

事
務
所
で
一
括
処
理
し
ま
す
。

〈
給
付
〉

ハ
ガ
キ
に
て
ご
通
知
し
ま
す
。

※詳細は、支部事務所へ
お尋ね下さい。

講師団

・工業高校教諭

・一級建築士

・その他専門講師

訓練科目

建築設計科

２カ年

木造建築科

２カ年

（長崎学院のみ実施）

訓練時間

（長崎学院のみ）

午前９時～午後５時

（他の３校は）

午後６時３０分～９時

訓練日

（長崎学院は昼間訓練）

毎週（土曜日）（他の３

校は夜間訓練）毎週３日

間（月・火・水）

募集期間

平成２２年

３月３１日まで

募集人員

木造建築科

１０

０

０

０

建築設計科

２０

１０

１０

１０

電 話

０９５‐８６１‐９２６１

０９５７‐６３‐１２９７

０９５７‐５３‐８３８５

０９５６‐３３‐０９４４

所在地

長崎市城山町１７－５８

島原市秩父ヶ浦町２６６９－８

大村市玖島１丁目４９－２

佐世保市大黒町５３４－１８

学院名

長崎建設技術専門学院

島原建設技術専門学院

大村建設技術専門学院

佐世保建設技術専門学院

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

２、応募手続き �入学申込書 �写真（３	×４	）１枚
３、必 要 経 費 入学金他手数料 ５５，０００円 授業料 毎月 １０，０００円（組合員は 毎月 ８，０００円）
詳細についてのお問い合わせは各専門学院までお願い致します。

１、募 集 期 間

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３６号 ４
建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）２月１５日発行
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西
彼
支
部
主
婦
会

年
に
一
度
の
生
花
教
室

十
二
月
二
十
八
日
夜
の
寒
い

中
お
正
月
花
の
生
け
花
を
志
方

先
生
の
指
導
で
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
中
ほ
ど
に
見
本
を

置
い
て
生
け
る
の
で
す
が
、
年

に
一
回
の
お
花
な
の
で
、
花
材

を
手
に
取
っ
て
も
何
処
に
何
を
、

又
、
ど
れ
位
切
っ
て
い
い
の
か

分
か
ら
ず
、
先
生
は
あ
ち
ら
こ

ち
ら
を
バ
タ
バ
タ
で
す
。

で
も
、
さ
す
が
ベ
テ
ラ
ン
の

主
婦
ば
か
り
で
す
。
同
じ
花
材

で
も
一
人
一
人
の
個
性
が
出
て
、

素
晴
ら
し
い
松
竹
梅
の
お
正
月

飾
り
が
来
上
が
り
ま
し
た
。

昼
間
の
仕
事
の
疲
れ
も
忘
れ
、

お
茶
と
お
菓
子
で
楽
し
い
話
で

今
年
も
終
わ
り
ま
し
た
。
来
年

も
お
父
さ
ん
達
の
左
腕
に
な
れ

る
様
、
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
倉
富
ミ
エ
子
）

芸
術
作
品
に
ご
満
悦

十
二
月
二
十
八
日
�
午
前
十

時
か
ら
「
お
正
月
用
生
け
花
教

室
」
を
支
部
事
務
所
で
行
い
ま

し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
主
婦
会
の

川
口
末
子
さ
ん
に
、
講
師
を
務

め
て
頂
き
、
併
せ
て
材
料
の
仕

入
れ
、
花
器
の
青
竹
も
、
大
工

の
ご
主
人
に
切
り
出
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
先

生
の
指
導
を
聞
き
つ
つ
、
自
由

に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し

て
、す
ば
ら
し
い
作
品
を
、あ
っ

と
い
う
間
に
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
和
紙
と
水
引
を

使
っ
て
作
品
を
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
、

出
来
上
が
っ
た
芸
術
作
品
を
並

べ
て
、
皆
さ
ん
ご
満
悦
の
様
子

で
し
た
。

今
回
は
五
名
と
少
人
数
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
回

は
他
の
方
に
も
声
か
け
し
、
主

婦
会
の
輪
を
広
げ
る
活
動
の
一

つ
に
と
思
い
ま
す
。
（
山
本
）

清
掃
活
動
と
生
花
教
室
に

主
婦
会
パ
ワ
ー
ば
っ
ち
り
と
！

初
め
て
の
試
み
で
十
二
月
十

一
日
に
清
掃
活
動
と
生
け
花
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
に
雨
が
降
り
、
作
業
が

で
き
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
天
気
も
回
復
し
、
予
定
通

り
事
務
所
周
り
の
草
取
り
と
溝

掃
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

ほ
っ
と
し
た
の
か
皆
さ
ん
の
顔

も
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

昼
食
を
と
り
、
午
後
か
ら
主

婦
会
の
前
島
ス
ズ
さ
ん
（
小
原

流
）
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

き
、
お
正
月
用
の
生
け
花
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
小
原
流
に
は

『
主
副
客
』
の
基
礎
が
あ
り
、

先
生
の
指
導
を
聞
き
つ
つ
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
、
各
々

持
ち
寄
っ
た
花
器
に
自
由
に
生

け
こ
み
、
作
品
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

完
成
し
た
作
品
を
み

て
『
正
月
の
お
花
は

ば
っ
ち
り
ね
。』
と
皆

さ
ん
ご
満
悦
の
様
子
で

し
た
。

今
回
、
六
名
の
参
加

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
主
婦
会
の
和
を
広
げ

る
活
動
を
計
画
・
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
岡
崎
ア
イ
子
）

来
年
こ
そ
は
い
い
年
に

と
願
い
「
お
花
教
室
」

十
二
月
二
十
八
日
、
北
松
支

部
主
婦
会
で
は
、
毎
年
恒
例
と

な
る
「
お
花
教
室
」
を
行
い
ま

し
た
。

昨
年
同
様
主
婦
会
の
横
田
ミ

チ
子
さ
ん
を
先
生
に
迎
え
、
多

く
の
主
婦
会
の
方
々
に
参
加
し

て
頂
き
、
お
正
月
を
華
や
か
に

迎
え
る
為
に
と
和
気
藹
々
に
お

花
を
生
け
ま
し
た
。
今
回
は
花

器
を
昨
年
の
竹
の
花
器
か
ら
篭

の
花
器
に
変
え
、
先
生
手
作
り

の
飾
り
を
添
え
て
一
人
一
人
個

性
豊
か
な
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
今
年
も
素
晴
ら
し
く

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
見
て
、

皆
さ
ん
満
足
の
笑
顔
で
し
た
。

厳
し
い
状
況
の
中
、
来
年
こ
そ

は
い
い
年
に
な
る
よ
う
に
と
願

い
な
が
ら
今
年
の
お
花
教
室
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
岩
井
）

「住宅版エコポイント」に関するお知らせ
昨年、１２月８日に閣議決定した〈明日の安心と成長のための緊急経済対策〉、エコ住宅の新築、エ

コ住宅へのリフォームに対して住宅版エコポイントを発行する制度の創設が掲げられました。
今回、住宅版エコポイントの発行対象は平成２１年１２月８日以降に建築着工した新築住宅と平成２２年

１月１日以降に工事に着工したリフォーム住宅となっています。
なお、各県では説明会を開催する予定です。開催の日時等は後日お知らせ致します。

≪住宅版エコポイント制度（案）説明会にて報告された検討事項≫

●事業規模…１０００億円規模
〔補正の額を上限に平成２２年度中の事業〕

●エコポイント数
エコ住宅の新築…標準的な住宅、戸当たり３０万ポイント限度
エコリフォーム…１５万ポイント限度（二重サッシ化、複層ガラス化等１８，０００ポイント～２，０００ポイ

ント）
●申請窓口…（瑕疵担保保険法人での取扱を検討）
●省エネ基準をクリアしているか確認に要するもの
・エコ住宅の新築（木造戸建）の省エネ等級４を証明する書類

（�～�のいずれか）
�住宅性能表示制度 住宅性能評価書
�長期優良住宅 認定通知書・適合証
�省エネラベリング 住宅事業主基準に係る適合証
�フラット３５Ｓ 適合証明書
�住宅版エコポイント （仮）エコポイント対象工事証明書

・エコリフォーム……右記参照（二重サッシ化、複層ガラス化は型
番での確認を検討）

※住宅エコポイントは平成２１年１２月８日（新築）から平成２２年末まで

■エコポイントの発行対象
補正予算の成立日以降に、原則として、工事が完了し、

引き渡された住宅が対象
（ただし、エコ住宅の新築については、平成２１年１２月８日
以降に建築着工したものに限る。）
�エコリフォーム
・窓の断熱改修（内窓設置（二重サッシ化）、ガラス交換
（複層ガラス化））

・外壁、天井又は床の断熱材の施工
※これらに併せて、バリアフリーリフォームを行う場合、ポイ
ントを加算

�エコ住宅の新築
・省エネ法のトップランナー基準（省エネ基準＋α（高効
率給湯器等））相当の住宅

・木造住宅（省エネ基準を満たすものに限る）

■エコポイントの交換対象
○家電エコポイントの交換対象商品等
・商品券・プリペイドカード（環境寄付を行うなど環境配
慮型のもの、公共交通機関利用カード）

・地域振興に資するもの（地域商品券、地域産品）
・省エネ・環境配慮に優れた商品 など
※家電エコポイントに比べ、発行されるポイント数も大きくな
ることから、交換対象を多様化する予定

佐世保北支部主婦会浦上東支部主婦会

北
松
支
部
主
婦
会

戸惑いながらも
出来栄えに満足

省エネ基準を満たす住宅のイメージ
（戸建木造住宅・東京の例）

（
昨
年
末
投
稿
分
）

篭の花器
に

個性豊か
な

生花に笑
顔

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）２月１５日発行建 設 長 崎第５３６号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



建設長崎福祉共済制度
����

長
建
国
保
で
は
、
加
入
し
て
い
る
被
保

険
者
（
組
合
員
、
家
族
）
全
員
を
対
象
に

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
以
後
に
接
種

し
た
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係

る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
、
費
用
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
健
康
や
予
防
の
啓

発
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
補

助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者
組
合
員
及
び
家
族
。

《
補
助
の
対
象
》

平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
以
後
に
接
種
し
た

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
「
以
下
予
防
接
種
」

と
い
う
。）
に
係
る
費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
と
き
、
一
、
五
〇
〇
円
を

超
え
た
額
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長
崎
県
建
設
産
業
労

働
組
合
の
支
部
窓
口
に
お
い
て
被
保
険
者
証
を

提
示
し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
領
収
書

等
を
添
え
申
請
す
る
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
十
二
月
一
日
よ
り
実
施
し
、
予

防
接
種
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
か
ら

起
算
し
て
六
ヵ
月
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

接
種
後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

※
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種
し
た
場
合
は
、

七
月
三
十
日
迄
に
申
請
が
必
要
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

�
被
保
険
者
証
、
�
予
防
接
種
の
費
用
と
わ
か

る
領
収
書
及
び
明
細
書
等
、
�
印
鑑

【
補
助
の
交
付
】

補
助
金
の
交
付
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
一

日
よ
り
実
施
し
、
申
請
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

受
付
時
に
支
部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。（
申

請
時
に
交
付
）

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を
図るため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を
実施しています。ぜひご利用ください。

《補助例》
（例１）新型インフルエンザの予防接種を受け、１回目３，６００

円、２回目２，５５０円の接種費用を支払った場合。
・１回目３，６００円（接種費用）－１，５００円（控除額）

＝２，１００円（補助額）
・２回目２，５５０円（接種費用）－１，５００円（控除額）

＝１，０５０円（補助額）
※補助額は、１回目、２回目と接種毎に申請及び補助の交
付となります。

（例２）季節性インフルエンザの予防接種を１回接種し、３，０００
円の接種費用を支払った場合。

・１回目３，０００円（接種費用）－１，５００円（控除額）
＝１，５００円（補助額）

※自治体の助成（小児及び高齢者等）により予防接種の窓口負
担（支払額）が１，５００円未満であった場合は、補助事業の対
象となりませんのでご注意下さい。

最高４７日 Ａ型・Ｂ型
１８８，０００円
いずれも４日目から支給
最高１８０日 Ａ型・Ｂ型
２７０，０００円
Ａ型・Ｂ型

Ｂ型 ５日目から１８０日限度
Ｂ型 事故日から９０日限度
Ａ型
Ｂ型
Ａ型
Ｂ型
Ａ型
Ｂ型
Ａ型・Ｂ型

病気で休業 １日 ４，０００円
ケガで休業（労災・交通事故以外）

１日 ４，０００円
すべての傷害（ケガ）で入院

１日 １，５００円
３０日入院毎に見舞金 １０，０００円
最高６ヶ月 ６０，０００円
交通傷害で入院 １日 １，０００円
交通傷害で通院 １日 ５００円

５３０，０００円
１２０，０００円
１，０３０，０００円
１２０，０００円
１，０３０，０００円
５３０，０００円
７０，０００円
３０，０００円

病気死亡

不慮事故

交通事故

配 偶 者
家 族

病気休業手当金

弔慰金
（生花代含む）

建建設設長長崎崎福福祉祉共共済済制制度度
月掛金 Ａ型（６５歳未満）１，３００円

Ｂ型（６５歳以上）１，１００円
組合員や家族のお祝い事や不幸にあった時、みんなで積み立てておいた共済基金の中か
ら、お祝い金やお見舞金を給付する制度です。建設長崎福祉共済会は、制度的にも財政的
にも完全に独立し運営されており、組合員はすべて全員加入しなければならない制度です。

Ａ型

Ａ型
Ｂ型
Ａ型・Ｂ型

Ａ型・Ｂ型

Ｂ型
休業１０日以上の場合
Ａ型・Ｂ型
自宅のみ Ａ型・Ｂ型

Ｂ型
満７０歳以上で辞める人

病気による重度障害 ５００，０００円
不慮の事故による重度障害

１，０００，０００円
不慮の事故による障害 ３級～１４級

４５０，０００円～２０，０００円
交通事故重度障害 １，０００，０００円

５００，０００円
交通事故障害 ３級～１４級

４５０，０００円～２０，０００円
結婚祝金 ３０，０００円
初老・還暦・古希祝金 １５，０００円
成人祝金 １５，０００円
入学（小学校）祝金 ５，０００円
敬老祝 祝品 ３，０００円相当
労災事故見舞金 １０，０００円
交通事故見舞金 １０，０００円
全焼 ４００，０００円
半焼 ３６０，０００円～
一部焼 ～２０，０００円
全壊・流失 １２０，０００円
半壊 ６０，０００円～
一部壊 ～４，０００円
床上浸水 ６０，０００円～１２，０００円
加入２０年以上 １００，０００円
１０年以上 ８０，０００円
５年以上 ７０，０００円

障害給付金

各種祝金

各種見舞金

火災給付金

住宅災害見舞金

退職慰労金

利用方法

�割引を受ける場合
健康保険の被保険者証又は、建設長崎の会員
証（MEMBERS CARD）を指定温泉の受付
に提示してください。
�補助を受ける場合（小人料金には補助はあ
りません）
建設長崎の支部事務所にて補助券の交付を受
け、被保険者番号（長けん番号）を記入し指
定温泉の受付に提出してください。補助券の
交付は一世帯あたり１５枚を限度とします。
長建国保未加入の建設長崎組合員の方には優
待券として補助券６枚を限度とします。
�実施期間 平成２２年３月３１日迄
�補助券を他人に譲渡したり、不正に利用した
りした場合は、補助券を返還していただきま
す。氏名の部分には、組合員の名前をフルネー
ムにて記入して下さい。

利用料金の割引

指定温泉と契約し、規定料金より安い料金
で利用できます。

利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金
で利用できます。

インフルエンザの予防接種費用の
助成について １２月１日以後の接種より適用

共済の申請忘れ
はありませんか？

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、サウナ、寝湯、憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、ジャグジーシャワー、
ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水風呂、露天風呂、
タル湯

屋久杉風呂、檜風呂、露天風呂、サウナ、
岩盤浴（別料金）

天然温泉、露天風呂、人口炭酸温泉、岩盤浴、
貸切風呂（別料金）

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェットバス、寝湯、
塩サウナ、家族風呂、シェイプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、檜風呂、寝風呂、
ジャグジーバス、サウナ、家族風呂、
リラクゼーション

露天風呂、展望風呂、タル風呂、水風呂、サウナ、
薬草風呂、海草風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャグジーエステ風呂、
座り湯、サウナ、岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

うずしお温泉、美人の湯、サウナ、露天風呂、
貸切家族風呂（有料）

（※２）毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額（大人３００円、小人１５０円、幼児８０円）
となり、補助券の使用は出来ません。

所在地
電話番号

長崎市曙町３９－３８
０９５－８６２－５５５５

長崎市野母町６９２－１
０９５－８９３－１１３３

長崎市岩見町４５１－２３
０９５－８３３－１１２６

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２－１
０９５－８８７－４１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４

０９５－８５６－２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９－２
０９５－８５６－２６１７

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７－７３－３１３１

諫早市本野７－１
０９５７－２５－８８２２

大村市
森園町６６３－３
０９５７－５０－１１２６

佐世保市
谷郷町５－３２
０９５６－２３－６１７０

平戸市川内町５５
０９５０－２３－２１１１

平戸市田平町
野田免２１０－６
０９５０－５７－１１１０

〒８５９－３２２６
佐世保市崎岡町８５３－１２
０９５６－３９－４８００

（※１）いさはや本野温泉湯処なごみは、中学生以上しか入館出来ません。
・別館ほたるの湯は、小学生以下３００円、中学生以上６５歳未満５００円、６５歳以上３００円でご利用頂けます。
但し、ほたるの湯に関しては割引制度はご利用出来ません。

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

９００円

７００円

３００円

２００円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

７２０円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

３００円

１５０円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

▲３００

‐

‐

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

１，２００円

７００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

５００円

割引なし

７００円

４００円

１，０２０円

５５０円

割引なし

割引なし

９００円

割引なし

割引なし

６００円

３００円

６００円

割引なし

割引なし

割引なし

割引なし

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

１，８００円

９００円

３００円

５００円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

１，２２０円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

８００円

４００円

８００円

３００円

６００円

３００円

１５０円

利 用 区 分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（６歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上小学生以下）

大人
（中学生以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳まで無料）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生以上）

幼児
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

子供
（小学生）

幼児
（３歳～５歳）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

いさはや
本野温泉
湯処なごみ（※１）

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ

（※２）

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（３００円）＝利用者負担金

◎指定温泉利用料金表（消費税・入湯税込みの料金） ２００９年７月２９日

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３６号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）２月１５日発行


